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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月6日(2021.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　網膜における桿体遺伝子の発現を減少させるための方法において使用するための、式（
Ｉ）：

【化１】

の化合物または製薬学的に許容されるその塩であって、前記方法は網膜を前記化合物と接
触させる工程を含む。
【請求項２】
　前記桿体遺伝子はＮｒｌ、Ｎｒ２ｅ３、Ｒｈｏ、およびＧｎａｔ１からなる群より選択
される、請求項１に記載の使用のための式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　網膜を接触させる前記工程は、全身投与または硝子体内注射を含む、請求項１に記載の
使用のための式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　前記網膜は、人間である対象の網膜である、請求項１に記載の使用のための式（Ｉ）の
化合物。
【請求項５】
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　網膜における桿体遺伝子の発現を減少させることにより処置可能な疾患または状態を処
置するための方法において使用するための、治療的有効量の式（Ｉ）：
【化２】

の化合物または製薬学的に許容されるその塩。
【請求項６】
　前記疾患または状態は、網膜色素変性、網膜変性、黄斑変性、加齢黄斑変性、スタルガ
ルト型黄斑ジストロフィ（Ｓｔａｒｇａｒｄｔ’ｓ　ｍａｃｕｌａｒ　ｄｙｓｔｒｏｐｈ
ｙ）、網膜ジストロフィ、ソースビー型眼底ジストロフィ（Ｓｏｒｓｂｙ’ｓ　ｆｕｎｄ
ｕｓ　ｄｙｓｔｒｏｐｈｙ）、糖尿病性網膜症、糖尿病性黄斑症、未熟児網膜症、および
虚血再灌流関連網膜損傷からなる群より選択される、請求項５に記載の使用のための治療
的有効量の式（Ｉ）の化合物。
【請求項７】
　前記網膜の疾患は網膜色素変性である、請求項５に記載の使用のための治療的有効量の
式（Ｉ）の化合物。
【請求項８】
　前記化合物を投与する工程は、全身投与または硝子体内注射を含む、請求項５に記載の
使用のための治療的有効量の式（Ｉ）の化合物。
【請求項９】
　前記対象は人間である、請求項５に記載の使用のための治療的有効量の式（Ｉ）の化合
物。
【請求項１０】
　網膜におけるロドプシンの発現を減少させるための方法において使用するための、式（
Ｉ）：

【化３】

の化合物または製薬学的に許容されるその塩。
【請求項１１】
　前記網膜は、人間である対象の網膜である、請求項１０に記載の使用のための式（Ｉ）
の化合物。
【請求項１２】
　対象における網膜の疾患を処置する方法において使用するための、治療的有効量の式（
Ｉ）：
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【化４】

の化合物または製薬学的に許容されるその塩。
【請求項１３】
　前記網膜の疾患は、網膜色素変性、網膜変性、黄斑変性、加齢黄斑変性、スタルガルト
型黄斑ジストロフィ、網膜ジストロフィ、ソースビー型眼底ジストロフィ、糖尿病性網膜
症、糖尿病性黄斑症、未熟児網膜症、および虚血再灌流関連網膜損傷からなる群より選択
される、請求項１２に記載の使用のための式（Ｉ）の化合物。
【請求項１４】
　前記網膜の疾患は網膜色素変性である、請求項１２に記載の使用のための式（Ｉ）の化
合物。
【請求項１５】
　前記対象は人間である、または、前記化合物が全身投与もしくは硝子体内注射によって
投与される、請求項１２に記載の使用のための式（Ｉ）の化合物。
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